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昭和6ロ年度第1次観測ロケット実験計画概要

昭和60年度第1次観測ロケット実験においては、 M鵜3SⅡ-2号機に

よる第10号科学衛星「PLANET-A」打上げ及びMT-1 35-44

号機、 K・-9M-7 8号機による観測実験の合計3機の打上げを行う計画で、

それぞれの実験目的は次のとおりである。

ロ ケ ット 
到達高度 水平距離 全重量 搭載計器重量 観測 日 的 
(重血) (馳1) (ton) (毎) 

M-3SⅡ-2、 
ー 

1,593 (第2段) 

6 2.2 
探査機重量 139.7 

惑星間プラズマ及び ハレー彗星の紫外領 域における観測 

M甘-135-44 6 3 5 0 0.0 7 2.2 

上層の風・気温の観 測 

K-9M-78 30 6 3 0 2 1.5 6 7.9 

サブミリ波背景放射 の観測等 

1.実験実施責任者

宇宙科学研究所長 小 田 稔

一東京都目黒区駒場4-6-1(TEし O3-467喜1111)

2.実験場所

宇宙科学研究所鹿児島宇宙空間観測所

東経131004-45iI 北緯31015-00i-

鹿児島県肝属郡内之浦町長坪(TEL O994-67」2211)

5.実験期間

昭和60年8月17日(土)へ9月5日(木)

及び9月11日(水)へ9月28日(土)
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○ ○

○ ○

各ロケットの実験予定日は次のとおりである。

ロケット 実験予定日 実験時間帯 延期する場合の期間 

M喜3SⅡ-2 8月17日(D 8時42分 
補助ブースタ二第1段 (注①参照) 8月18日へ9月 5日 

第2段、 (注①参照) 

(注②参照) 

MT-135-44 9月11日(水)11時00分 11:00へ11:3’0 9月12日叫9月28日 

K-9M-78 9月工2日(木)23時40分 23:40へ 0:10 9月13日へ9月22日 

期 間・ 補助ブースタ、第1段 .第2・i段

㈲(① 8月17日へ8月21日 8:10へ9:05

8月22日へ8月26日 7: 25-8: 20

8
・
7

20へ9 : 1 5

35へ8 : 30

8月27日へ8月31日 6 : 50へ:7: 45 .7:’00へ7: 55

9月 1日へ9月 5日 6: 15へ7: 10 6: 25へ7 : 20

㈲② M葛3 S皿、-2の打上げが天候その他の理由により9月5日までに出来ない場合

は、 9月6目し9月28日までの間に延期する。なお、この場合別途必要な手続

きを行う。

4.警戒の範囲

陸上における警戒の範囲

別紙(1) M-3SⅡ「2号機に適用、

〃 (2) M富-135=44、 K-9.M二78号機に適用

海上におけるロケットの落下予想区域

別紙(3) M-3SⅡ-2号機に適用 上

.、 〃、(4) M冒鵜1手,5-44・号機に適用,

〃 (5) K鵜9M-78号機に適用

5.実験の要領

(1)実験は天候及び研究上の都合によって延期することがある。延期の理
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由が天候によるときは、当日できるだけ早く報知する手段(ラジオ等)

を講ずる。

また、研究上の理由によるときは、不測の障害に基づく場合以外はで

きるだげ前日●中に報知する手段(ラジオ等)を講ずる。

漁業関係者に対する報知は漁業無線局を通じても行う。

(2)実験当日は観測所内に貴族を掲げる○発射3 0分前に赤旗を掲げサイ

レンを鳴らす○実験が日の出前又は日没後に行われる時は赤旗のかわり

に3個の点滅式赤色ランプをつける。発射3分前に花火1発をあげる。
○∵

実験終了後は花火2発をあげ赤旗をおろし、又は赤色ランプを消す。

(3)実験当日の警戒は陸上については鹿児島県警察、海上については第10

管区海上保安本部及び鹿児島県に依頼する。その細目は打合せの上定め

る。また、航空については鹿児島空港事務所と連絡の上実験を行う。

観測所付近の陸上及び海上については宇宙科学研究所においても監視

員を観測所内に配置し、また観測所内に設置された海上監視レーダによ

り警戒にあたる。

(4)実験に際して鹿児島海上保安部及び鹿児島空港事務所との間に連絡用

通信回線を宇宙科学研究所が開設し、連絡にあたる。

(5)新東京空港事務所保安部航空情報課へ各ロケットの発射2時間前まで ㊤1

に発射時聞及び機種を通報する。

(6)実験中は警戒区域内に一般の人が立ち入らないように立札又は縄張り

をする。

(7) M-3 SⅡ二2号機の実験に際しては、探査機の軌道追跡について宇

宙開発事業団、米国航空宇宙局の協力が得られる予定でおる。
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6.報道関係

(1)報道関係者には、次の日時にロケットを公開して取材の便宜をはかる。

M-3SⅡ-2 8月15日(木) 13 : 00へ14 : 00

MT-135「44 9月10日(火) 12 : 00-13 : 00

K-9M」78 9月11日(水) 15 : 00へ1 6 : 00

(2)実験の結果については、実験終了後実験主任が概略の発表を行う。

7 実験主任

M鵜3 SⅡ鵜2

MT-135-4 4

K-9M-7 8

教 授 林 友 直

助教授 鶴 田 浩一郎

教 授 奥 田 治 之

8.実験の内容

O M-3SⅡ-2号機(8月17日(土)8時42分打上げ予定)

M-3SⅡ-1号機は、昭和60年1月8日に打ち上げられた。これ

は第3段上部にキックモータを取付けることにより、試験探査機MS-

T5 (さきがけ)を太陽周回軌道に投入し、ロケットの飛翔性能を確認

すると共に、超遠距離通信、姿勢決定、姿勢制御など新技術の習得に成

果を挙げている。

「さきがけ」は、昭和61年3月上旬ハレー彗星からほぼ700万血

の距離にまで接近する予定で、現在太陽風プラズマと惑星間磁場の観測

を続けている。

M-3SII-2号機は、 1号機の成果を踏まえ、探査機PLANET

-Aを太陽周回軌道にのせ、 「さきがけ」とほぼ同じ頃ハレー彗星から
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○

1 0 0万血以内の距離に接近させる計画である。

探査機PLANET鵜Aは、直径1.4m,高さ0.7mの円筒型で、上

面に高利得のパラボラ・デスパンアンテナを備え、側面に貼られた太陽

電池によって約ユ0 0Wの出力が得られる。その重量は約140K多である。

科学観測のため、紫外線領域で鋤くテレビカメラによって彗星の水素

コマを損傷するほか、電子と陽子のエネルギー分布を観測する装置が搭

載されている。

MT「1 35-44号機(9月11日(水)11時00分打上げ予定)

MT-1 3 5-44号機は、中層大気構造運動を研究する目的で打ち.

上げられるもので、発射後95秒でゾンデ部を切りはなし、パラシュー

トで降下させることにより温度の測定を行う。

なお、この実験は京都大学Muレーダー及び気象庁綾里における定常

気象観測と同時に行うことで、ほぼ等間隔に位置する三点での同時デー

タを得ることを目的にしている。

K-9M-7-8号機(9月12日(木)23蒔40分打上げ予定)

このロケット実験の第一は、サブミリ波領域の宇宙背景放射光の観測

である。これは、宇宙初期に起ったと考えられているビックバンの残照

を見るもので、宇宙初期における物理現象を明らかにするために行われ

るものである。

観測は波長100ミクロンから1ミリメートルの間の6色同時測光を、

液体ヘリウムで冷却させた観測器によって行う。

第二の実験は、太陽系内に分布する黄道系の近赤外域における偏光を

測定するもので、これによって惑星間塵・の組成、粒径分布などの特性を

調べるものである。

ー5葛

○ ○

別紙(1)陸上及び海上に.おける警戒区域(M-3 SⅡ-2号機に適用)

享警備員(他に宮原レーダ入口、一般見学席入口・基地公園入口)

細 君板設置(他に保安道路入口、宮原レーダ入口、一般見学席入口・
基地公園入口)

ヴ∴∴∴ 、予や

N
 
l
h
十
-
1
i
-
-
-

発進方向90o
置三〇・

A:31O13'191iN131Oo511011E

B:31015'00IIN 13lOo7'3011E

C:31015i40IIN 131006-48「)E

D:31O13155ilN 131C’041281)E

E:31O15'31”N131Oo515011E
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別紙(3)海上における落下予想区域(M-3SⅡ-2号機に適用)

(補助ブースタ)

L(発射点)

31014-50IiN131005io5IIE

A.31O12'40iIN131O191481IE

B.3lO12'0711N131O27-041IE

a.31O161591IN131。19148iIE

b.31O17I30iiN131O27Io41iE

別紙(2)陸上における警戒区域(豊㌔1謹￣需号機に適用)

450桝

l ランチャ点(ロケットセンター)

2 計器センター

3 受 付

4 コントロールセンター

450m

発進方向13 50

K-9M-78

警戒線

3lOo3i44IIN

工33047-541iE

発
射
点
よ
り

5 テレメータセンター

6 電波観測センター

7 187乃少テレメータセンター

8 4肋少レ」ダ第3光学

9 第1監視所

10 第1光学

11 ポンプ室

12 ミューセンター

13 SA台地

14 気象台地

15 管理台地

固発進方向1450

MT-135-44
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31002i32IIN

134°11I28iiE

29o38i3411N

146°27I44iIE

29008iooiiN

1480531241IE

802NM線

(工486随I線)

933NM線

(1 728随線)

60 NM

亀12馳1 )

(第2段・ノー∵ズフェアリング)
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31°19I46iiN

133048i3011E

3工o19I26IIN

134012-10IIE

30027Io2IIN

146°36,14iiE

30°07-20iIN

工49005-361i田



別紙(4)海上における落下予想区域

(MT-135-44号機に適用)

一す
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○ ○

圏

別紙(5)海上における落下予想区域(K-9M二78号機に適用)

.九 州

志布志湾

発進方向1350

N

千

1

L (、発射点)

3王15:00iiN131004-45IIE

1段目、

言30057ioo「IN、131024-00--E

“を中心とする半径4.3NM( 8随1)・の円

. L=0 24.3NM(45Kln)

r￣

10
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ロケット諸元図(単位砺)
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